


















川崎病の外科治療はその開始期より既に 10 年以上を経過しているが、各施設での経験例数

は未だ極めて少なくその実態、すなわち適応症、手術成績、遠隔期問題点を論じるには困

難が感ぜられる現状である。厚生省川崎病班会議(川崎富作班長)においても外科治療に関

する小委員会が設置された。そこで本小委員会では、我が国全体で施行された川崎病心合

併症に対する外科治療の実態をアンケート調査し、それを分析することによって適応とさ

れて来た症例とその成績について検討する必要性が感ぜられた。小委員会の昭和 59～60

年度の検討項目として全国アンケートを行ったので報告する。 


